
２ 労使コミュニケーションを重視する内容 

事業所が労働者とどのような面での労使コミュニケーションを重視するか（複数回答）についてみる

と、「日常業務改善」75.3％（同75.3％）が最も多く、次いで「作業環境改善」72.9％（同68.5％）、「職

場の人間関係」69.5％（同65.1％）などとなっている。 

労働組合の有無別にみると、「労働組合がある」事業所では「賃金、労働時間等労働条件」75.2％、「作

業環境改善」73.4％、「日常業務改善」73.2％などが多く、「労働組合がない」事業所では「日常業務改

善」76.2％、「職場の人間関係」72.8％、「作業環境改善」72.7％などが多くなっている。（第２表） 

 

第２表 労使コミュニケーションを重視する内容別事業所割合 

（複数回答）（単位：％）令和元年

100.0  27.6  75.3  72.9  69.5  33.9  57.3  43.0  37.8  2.9  1.4  

　

人 上 100.0  38.2  78.1  76.9  72.7  35.0  67.3  41.2  45.5  4.1  0.2  

～ 　　人 100.0  34.6  74.2  69.9  74.3  37.6  67.5  41.9  39.6  3.8  1.5  

～ 　　人 100.0  30.6  75.1  71.6  68.7  40.4  58.2  45.7  31.5  1.9  1.7  

～ 　　人 100.0  28.8  75.3  73.5  69.9  37.3  57.9  44.0  36.9  2.9  0.9  

～ 　　人 100.0  21.6  75.1  73.4  64.1  28.0  50.7  47.8  35.3  3.2  2.1  

～ 　　人 100.0  18.3  74.5  72.5  69.9  28.0  48.9  36.9  39.8  2.0  1.8  

100.0  38.5  73.2  73.4  62.0  35.2  75.2  36.8  46.4  3.8  0.8  

100.0  22.8  76.2  72.7  72.8  33.3  49.5  45.7  34.0  2.5  1.7  

100.0 31.9  75.3  68.5  65.1  33.4  56.0  46.9  38.4  3.1  1.2
注：平成26年調査は調査対象産業「宿泊業，飲食サービス業」のうち「バー，キャバレー，ナイトクラブ」を除外している。
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